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府

中

市

遺

族

会

概

況

明
治
天
皇
御
製

世
と
共
に
か
た
り
っ
た
ヘ
よ
国
の
た
め

い
の
ち
す
て
し
人
の
い
さ
を
は

沿

革

の

大

要

府
中
市
遺
族
会
は
昭
和
二
十
二
年
四
月
頃
よ
り
府
中
市
内
旧
町
村
毎
に
結
成
を
見

続
け
て
芦
品
郡
遺
族
厚
生
連
盟
を
結
成
民
族
の
悠
久
と
国
連
の
隆
昌
を
祈
念
し
て
散

華
さ
れ
た
ご
英
霊
の
顕
彰
と
遺
族
の
相
互
扶
助
慰
藷
救
済
並
び
に
自
力
更
正
の
道
を

聞
く
と
共
に
遺
族
精
神
の
昂
揚
と
品
性
の
漏
養
に
つ
と
め
平
和
日
本
の
建
設
に
逼
進

す
る
事
を
目
的
と
し
て
活
動
を
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
府
中
町
広
谷
村
、

国
府
村
、
平
生
村
、
岩
谷
村
、
下
川
辺
村
以
上
六
ヵ
町
村
が

合
併
し
て
府
中
市
制
の
施
行
に
よ
り
遺
族
会
も
旧
六
ヵ
町
村
が
合
併
府
中
市
遺
族
会

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
に
芦
品
郡
河
佐
村
御
調
郡
諸
国
村
及
び
御
調
郡
三
郎
丸
地
区
の
編

入
に
よ
り
遺
族
会
も
九
州
合
併
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
四
月
協
和
村
の
府
中
市
へ

の
合
併
に
伴
な
い
府
中
市
遺
族
会
に
一
一
六
名
加
入
が
あ

っ
た
の
で
従
来
九
四
九
名

の
会
員
を
加
え
る
と
一
、

O
六
五
名
の
遺
族
会
員
数
と
な
り
ま
し
た
。

忠
霊
犠
(
題
字
は
東
条
英
機
元
首
相
の
書
)

は
戦
時
中

一
時
工
事
を
中
断
し
て
お

り
ま
し
た
が
戦
後
昭
和
二
十
九
年
三
月
府
中
町
の
建
設
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。
建

設
用
地
四

二
二
坪
延
藤
吉
兵
衛
氏
、

一
七
七
坪
小
川
利
八
氏
両
氏
の
寄
贈
で
あ
り
ま

す
春
日
燈
龍

一
対
は
府
中
市
遺
族
会
婦
人
部
が
昭
和
二
十
九
年
十
月
吉
日
寄
進
さ
れ

ま
し
た
。

玉
恒
三

式
は
北
川
実
夫
氏
夫
婦
の
寄
進
に
て
昭
和
三
十
九
年
十
月
竣
工
し
ま
し

R
S
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J
'ド

注
連
柱
は
皿
田
清
人
、
門
田
静
夫
、
高
尾
篤
朗
、
落
合
次
郎
以
上
田
氏
の
寄
進
に

て
平
成
四
年
十
月
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
会
館
は
府
中
市
内
有
志
な
ら
び
に
遺
族
各
位
の
ご
寄
附
に
建
立
木
材

一
式
は

亀
井
政
槌
氏
の
寄
贈
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
年
十
月
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。
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府
中
市
護
国
神
社
は
皇
紀
二
、
六

O
O年
記
念
事
業
と
し
て
楠
正
成
公
棲
山
慈
俊

公
及
び
府
中
町
内
護
国
の
英
霊
を
祭
神
と
し
て
忠
君
愛
国
の
思
想
興
隆
の
為
古
府
尋

常
高
等
小
学
校

(現
在
の
府
中
市
立
東
小
学
校
)

の
諸
先
生
並
に
生
徒
に
よ

っ
て
学

区
内
よ
り
寄
附
を
集
め
社
殿
の
造
営
を
な
し
護
国
の
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
忠
君

愛
国
の
思
想
を
涌
養
し
運
営
管
理
は
小
学
校
に
よ
っ
て
行

っ
て
い
ま
し
た
が
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
同
時
に
学
校
は
宗
教
的
行
事
は
出
来
な
い
事
と
な
り
府
中

八
幡
神
社
鳥
居
の
下
参
道
添
い
に
あ
り
ま
し
た
の
を
昭
和
四
十
三
年
四
月
府
中
市
公

園
の
一
角
に
移
転
遷
宮
を
終
了
現
在
に
い
た

っ
て
お
り
ま
す
。

旧
町
村
に
あ

っ
た
忠
魂
碑
、
慰
霊
碑
等
は
マ
ッ
カ

l
サ
の
撤
去
指
令
に
よ
り
校
庭

等
に
埋
没
し
た
り
旧
広
谷
村
の
如
き
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
殿
造
り
の
忠
魂
殿
の
た
め

破
壊
し
ま
し
た
が
現
在
建
立
し
て
あ
り
ま
す
慰
霊
碑
、
忠
魂
碑
等
は
講
和
条
約
が
発

効
後
埋
没
し
て
あ

っ
た
も
の
を
掘
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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会

長

婦
人
部
長

府

中

市

遺

族

会

役

員

長

田
辺
山
崎
皿
田野

赤
繁

栗
根

砂
田

荒
川
宮
本
豊
太
郎

唐
川

中
字
根
新
太
郎

羽
賀

高
尾
門
田

梶
山
落
止』
助
迫
シ
ズ
エ

錦
織
ミ
ヱ
子

福
松

荒
谷
町

義
市

府
中
町

清
人

鵜
飼
町

丈
夫

中
須
町

幸

粟
柄
町

博

篠
根
町

虎
市

久
佐
町

弥
輔

ブじ上
山
町

喜

中
須
町

府
中
町

重
男

目
崎
町

篤
朗

用
度
町

静
夫

府
中
町

渉

河
佐
町

次
郎

諸
国
町

鵜
飼
町

中
須
町

昭
和
二
十
九
年
四
月

昭
和
二
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
五
月

昭
和
二
十
九
年
十
一

月昭
和
二
十
九
年
十

月昭
和
二
十
九
年
十
一

月昭
和
三
十
五
年
五
月

町

昭
和
三
十
五
年
五
月

昭
和
三
十
五
年
五
月

昭
和
四
十
二
年
六
月

昭
和
四
十
二
年
六
月

昭
和
四
十
八
年
四
月

昭
和
五
十
年
五
月

昭
和
五
十
年
五
月

昭
和
五
十
二
年
四
月

昭
和
六
十
二
年
五
月

昭
和
五
十
年
五
月

昭
和
五
十
八
年
二
月

ハ
ヶ
町
村
合
併
時

昭
和
四
十
二
年
五
月

現

在

昭
和
三
十
年
五
月

昭
和
三
十
五
年
五
月

昭
和
三
十
五
年
五
月

昭
和
三
十
九
年

一
月

昭
和
四
十
二
年
六
月

昭
和
四
十
四
年
五
月

昭
和
五
十
二
年
八
月

昭
和
四
十
六
年
五
月

昭
和
五
十
年
八
月

現

在

現

在

昭
和
六
十
二
年
五
月

現

在

昭
和
五
十
八
年
五
月

平
成
三
年
五
月

小
西
智
恵
子

青
壮
年
部
長

高
原

皿
田

支

部

長

府
中
支
部
長

(旧
町
村
会
長
)

国
府
支
部
長

栗
生
支
部
長

河
佐
支
部
長

協
和
支
部
長

中
須
町

平
成
三
年
六
月

安

高
木
町

昭
和
五
十
年
五
月

実

鵜
飼
町

平
成
四
年
十
一
月

浅
野

稔

広
谷
支
部
長

高
橋

岩
谷
支
部
長

伸
士
口

高
尾

篤
朗

下
川
辺
支
部
長

梶
山

渉

諸
国
支
部
長

田
原

淑
郎

例
大
祭
・
慰
霊
祭

現

在

平
成
四
年
十
月

現

在

皿
回

清
人

戸
坂

四
郎

栗
根

峻

落
1為
口

次
郎

府
中
市
護
国
神
社
例
大
祭
は
毎
年
五
月
二
十
五
日
前
夜
の
最
短
日
曜
日
に
決
定
し
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て
、
同
神
社
前
広
場
に
て
府
中
市
遺
族
会
の
主
催
神
式
に
て
執
行
経
費
三

O
万
円
也

府
中
市
戦
没
者
慰
霊
祭
は
毎
年
十
月
の
第
四
日
曜
日
と
定
め
忠
霊
塔
前
広
場
に
於

て
府
中
市
遺
族
会
主
催
に
て
仏
式
に
よ
っ
て
執
行
経
費
六

O
万
也

当
日
は
府
中
市
長
殿
を
始
め
各
界
の
代
表
者
遺
族
多
数
参
列
し
て
市
内
有
志
諸
費

の
寄
進
に
よ
る
慰
霊
の
大
峨
、
小
械
を
ち
す
う
連
建
立
盛
大
に
執
行
し
て
ご
英
霊
の

国
府
忠
魂
碑
、
栗
生
忠
魂
碑
、

顕
彰
と
ご
冥
福
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。土
生
忠
魂
碑
、
出
口
忠
魂
碑
、
岩
谷
忠
魂
碑
、
河

佐
忠
魂
碑
、
征
清
記
念
碑
。

以
上
は
隔
年
に
て
町
内
会
が
主
催
と
な
り
地
区
有
志
並
に
遺
族
多
数
が
参
列
し
て

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

あ
り
し
日
の
ご
英
霊
を
偲
び
神
式
文
は
仏
式
に
よ
り
慰
霊
祭
を
執
行
ご
冥
福
と
平
安
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費

年
金
受
給
者

二、

0
0
0円

そ
の
他
遺
族

五

O
O円

研

修

旅

47 

年
一
回
、

一
泊
旅
行
と
交
互
に
実
施
し
ま
す
。

日
帰
り
旅
行

あ

カ3・

き

と

遺
族
会
は
企
業
団
体
で
も
経
済
団
体
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
精
神
団
体
で
あ
り
ま
す
。

新
聞
報
道
に
よ
り
ま
す
と
少
数
の
連
中
が
忠
魂
碑
の
公
費
移
設
遺
族
会
主
催
の
慰
霊

祭
は
市
の
教
育
長
の
参
列
市
の
職
員
が
準
備
を
手
伝
っ
た
事
等
は
憲
法
違
反
で
あ
る

と
慰
霊
祭
訴
訟
を
裁
判
所
に
提
訴
し
て
い
ま
し
た
が
最
高
裁
判
所
は
市
が
忠
魂
碑
の

移
設
再
建
に
用
地
を
買
い
遺
族
会
に
無
償
に
て
貸
与
し
た
行
為
は
憲
法
二

O
条
三
項

の
禁
止
さ
れ
る
宗
教
的
活
動
に
当
ら
な
い
。

日
本
戦
没
者
遺
族
会
各
市
戦
没
者
遺
族
会
地
区
戦
没
者
遺
族
会
は
憲
法
二

O
条
の

宗
教
団
体
憲
法
八
九
条
の
宗
教
上
の
組
織
も
し
く
は
団
体
に
該
当
し
ま
い
。

教
育
長
の
忠
魂
碑
前
で
の
慰
霊
祭
に
戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
社
会
的
儀
礼
を
目
的

に
参
拝
し
た
行
為
は
憲
法
の
政
教
分
離
の
原
則
規
定
に
違
反
し
な
い
と
決
論
付
け
て

判
決
が
言
渡
さ
れ
五
名
の
裁
判
官

一
致
の
意
見
で
あ

っ
た
と
当
然
の
事
で
あ
り
ま

す
幾
多
の
い
ま
わ
し
い
戦
い
赤
紙
一
枚
で
出
征
し
て
広
大
な
る
中
国
大
陸
炎
熱
の
東

南
ア
ジ
ヤ
に
又
南
海
の
孤
島
に
て
千
辛
万
苦
の
足
跡
を
残
し
つ

つ
、

つ
い
に
帰
ら
ぬ

人
と
な

っ
た
多
く
の
御
英
霊
を
思
う
時
残
念
至
極
に
て
断
腸
の
思
レ
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。
こ
の
思
い
を
持

っ
た
集
団
が
遺
族
会
で
あ
り
ま
す
。
ご
英
霊
の
顕
彰
と
ご
冥
福

を
祈
念
す
る
事
が
本
当
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
遺
族
会
長
を
始
め
事
務
局
、
常
務
理
事
諸
賢
は
こ
こ
に
意
を
も
た
れ
重
点
的
に

発
想
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
慮
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
遺
族
会
は
わ
が
民
族
の
存
す
る
限
り
尊
い
一
身
を
国
に
殉
じ
た
ご
英
霊

に
対
し
て
い
つ
ま
で
も
心
か
ら
感
謝
し
ご
英
霊
の
顕
彰
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
べ
き

で
あ
り
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
と
公
式
参
拝
の
定
着
化
是
非
実
現
い
た
し
た
い
と
強

く
願
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

-404-



理事粟根重雄

理事落合次郎

理事和泉林吾

理事宮本盛人

副会長梶山 渉

理事高原安一

理事内海喜三郎

理事門田 弘

ム
云
詩
仙

会長皿田清人 発

行

当

時

の

役

員

副会長門田静夫

副会長高尾篤朗

理事滝安伊佐美

-405-



理事小田武士

理事助迫シズヱ

理事皿田 実

理事丸本千年

理事徳毛祥孝 理事大倉満寿夫

理事安藤治雄 理事石岡 惰

理事小倉寛子 理事入江 茂

理事高橋アヤ子

-406一

理事松村静一

理事石川勉三

理事小寺キヌヱ

理事曾根



副会長門田静夫 会長血田清人

青壮年部長皿回 実 副会長落合次郎

婦人部長小西智恵子 副会長高尾篤朗

-407ー

現

在

の

役

監事内海房男

貝

監事唐川清人

監事小川三郎

監事荒川猛夫



府

中

市

戦

没

者

慰

霊

祭

(平
成
五
年
十
月
二
十
四
日
)



旧・府中市忠霊塔

府中市護国神社

ふ1!0 ， ~ 

409一



みdヲ言

国府忠魂碑
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河佐忠魂碑 土生忠魂碑

出口忠魂碑

征清記念碑

岩谷忠魂碑
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+
古
し
か
つ

た
あ
の
頃

府
中
市
遺
族
会
青
壮
年
部
長

皿

田

実

物
置
き
を
片
づ
け
て
い
た
ら
思
い
出
い

っ
ぱ
い
の
ほ
ん
と
う
に
懐
か
し
い
品
物
が

さ
お
ば
か
り

出
て
き
た
。
何
か
と
云
う
と
樽
秤
で
あ
る
。
終
戦
直
後
の
食
糧
難
の
時
こ
れ
が
大
変

な
働
き
を
し
た
の
で
あ
る
。

わ
が
家
は
約
三
反

(m
a
)の
小
作
農
家
で
し
た
。

を
作
ら
せ
て
頂
い
た
お
礼
に
年
貢
米
を
支
払

っ
て
い
た
。
そ
れ
を
払
う
と
米
の
残
り

は
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
の
わ
ず
か
の
米
と
麦
で
祖
母
、

七
才
、
三
才
の

母
、
十
才
、

男
児
と
一
才
の
女
児
一
家
六
人
が
生
活
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、
現
金
収
入
の
道

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。

苗
代
予
定
地
に
ほ
う
れ
ん
草
を
植
え
藁
は
で
の
あ
と
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
作
り
借
り

た
畑
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
、
高
菜
、
水
菜
な
ど
を
一
生
懸
命
作

っ
て
い
る
の
は
祖
母
、

母
で
あ
る
。
そ
れ
を
毎
日
手
伝

っ
た
い
や
手
伝
わ
さ
れ
た
と
云

っ
た
方
が
よ
い
。

幸
い
な
こ
と
に
非
農
家
の
人
、
都
会
か
ら
疎
開
し
て
い
た
人
達
が
ほ
う
れ
ん
草
を

わ
け
て
下
さ
い
、
高
菜
、
水
菜
を
売

っ
て
下
さ
ら
ん
か
と
大
勢
の
人
が
来
て
下
さ
っ

さ
お
ば
か
り

た
。
そ
の
時
棒
秤
が
大
奮
闘
し
た
の
で
あ
る
。
じ
ゃ
が
い
も
を
秤
る
、
さ

つ
ま
い
も
、

高
菜
、
水
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
を
秤
る
実
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。
少
な
い
米
も
鶏
卵

の
三

1
五
ヶ
で
も
お
金
の
た
め
に
売

っ
た
。
こ
う
し
て
少
し
ば
か
り
の
現
金
収
入
に

よ
り
ど
う
に
か
六
人
の
生
活
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
来
て
下
さ
る
こ
と
を
願
つ

て
量
目
な
ど
は
サ
ー
ビ
ス
し
た
よ
う
で
あ
る
。

終
戦
直
後
の
食
べ

る
も
の
の
な
い
苦
し
い
生
活
の
こ
と
を
思
う
時
、
当
時
と
現
在

で
は
隔
世
の
感
が
い
た
し
ま
す
。
グ
ル
メ
志
向
は
多
い
好
き
嫌
い
は
す
る
、
食
べ
物

は
残
す
。
も
っ
た
い
な
い
、
も
っ
た
い
な
い
現
在
の
矯
っ
た
生
活
が
い
つ
ま
で
も
続

く
だ
ろ
う
か
。

い
や
そ
う
は
思
え
な
い
。
果
し
て
こ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問

に
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

田

時
間
1

粍
の

一
端
に
又
は
制
が
あ
っ
て
、
そ
の
近
く
に
配

て

し

て

ん

手
が
あ
り
、
こ
れ
を
支
点
と
し
量
る
も
の
を
皿
に
乗
せ
、

又
は

制
に
か
け
吊
り
、

特
の
他
端
に
針
僻
を
か
け
町
村が
水
平
に
な
る

ふ

ん

ど

う

さ

お

ま
で
分
銅
を
左
右
に
異
動
さ
せ
、
竿
の
目
盛
り
に
よ

っ
て
そ
の

物
の
重
さ
を
計
る
も
の
。
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し、

出

府
中
市
遺
族
会
婦
人
部
長
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知
恵
子

西

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
支
那
事
変
勃
発
と
な
り
間
も
な
く
主
人
は
応
召
さ
れ
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
八
ヶ
月
で
元
気
で
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。
上
海
上
陸
と
は
思
い
の

外
、
衛
生
兵
と
し
て
、
台
湾
に
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
だ
そ
の
地
方
は
戦
争
は
な

く
、
よ
く
太

っ
て
帰
り
ま
し
た
。
次
第
に
物
資
は
不
足
し
、
商
売
は
む
ず
か
し
く
な

り
仕
方
な
く
止
め
て
主
人
は
県
庁
へ
勤
め
ま
し
た
。

一
年
ば
か
り
し
て
い
る
内
に
父

は
病
気
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

つ
い
に
大
東
亜
戦
争
に
な
り
二
度
目
の
戦
争
へ
と
出
征
い
た
し
ま
し
た
。
丸
亀
入

隊
の
時
、
高
松
港
で
姿
を
見
た
だ
け
で
一
生
分
れ
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
鹿
児
島
沖
よ
り
沖
縄
向
け
航
行
中
、
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
に
遭



い
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

主
人
戦
死
後
、
残
る
老
母
と
子
供
を
か
か
え
て
食
べ
る
の
が
必
死
で
し
た
。
何
と

か
一
年
生
き
の
び
た
矢
先
、
今
度
は
高
松
空
襲
を
受
け
全
焼
土
と
化
し
ま
し
た
。
私

達
の
命
は
幸
に
し
て
助
か
り
四
日
目
に
実
家
の
母
と
甥
に
迎
え
ら
れ
、

は
な
れ
の
一

軒
家
を
あ
た
え
て
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
時
が
時
で
苦
難
、
苦
労
の
道
中
ば
か
り
で

し
た
が
姑
も
元
気
で
努
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
昭
和
二
十
八
年
に
恩
給
を
始
め
て

頂
い
た
年
に
あ
の
世
に
旅
立
ち
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
筆
舌
の
表
現
が

出
来
得
な
い
程
頑
張

っ
て
来
た
お
陰
で
何
と
か
子
供
達
も
成
長
し
現
在
の
家
を
昭
和

十
五
年
に
建
築
い
た
し
ま
し
た
。
長
男
に
は
四
人
の
子
供
が
お
り
幸
せ
と
思
っ
て
い

る
時
、

不
幸
に
も
病
気
に
な
り
、
十
四
年
前
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
孫

達
も
成
人
し
て
お
り
ま
す
。

再
び
戦
争
の
お
こ
ら
ぬ
事
を
祈

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

戦
後
五
十
年
を
迎
え
て

府
中
市
目
崎
町
一
一

O
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岡

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
っ
て
五
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
日
本
が
復
興
す

る
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
現
在
社
会
は
非
常
な
文
化
的
、
経
済
的
発
展
を
と
げ

今
や
世
界
の
先
進
国
と
し
て
国
際
的
に
も
重
き
を
な
す
様
に
な
り
ま
し
た
。
が
同
時

に
こ
の
日
本
の
平
和
を
願
い
発
展
を
願

っ
て
国
の
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
た
方
々
を

悼
む
気
持
ち
も
日
々
薄
れ
つ
つ
あ
る
様
に
思
い
ま
す
。

戦
没
し
て
い

っ
た
多
く
の
人
々
は
親
や
妻
子
の
幸
せ
を
祖
国
の
繁
栄
と
共
に
ど
れ

だ
け
願

っ
て
逝

っ
た
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

戦
後
、
遺
族
と
か
遺
児
と
称
せ
ら
れ
た
我
々
は
遺
族
会
青
年
部

(現
青
壮
年
部
)

と
し
て
体
制
を
固
め
、
苦
し
く
さ
み
し
か

っ
た
こ
の
数
十
年
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
て
、

再
び
我
々
の
よ
う
な
戦
争
遺
児
を
作

っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
願
い
を
こ
め
て
目
的
達

成
の
為
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

終
戦
時
の
未
曾
有
の
混
乱
と
肉
親
を
亡
く
し
た
悲
し
み
と
打
撃
、

た
ち
ま
ち
困
難

と
な
っ
た
生
活
、

そ
う
し
た
な
げ
き
の
中
か
ら
手
を
つ
な
い
で
立
ち
上
っ
た
人
々
の

結
び
つ
き
が
遺
族
会
の
発
足
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
団
結
は
営
利
を
目
的
と
し
た

経
済
的
集
合
で
も
、
信
仰
的
集
合
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
民
族
繁
栄
の
た
め
、

国
家
の
平
和
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
と
い
う
共
通
の
境

遇
か
ら
集
ま
り
肉
親
の
霊
を
慰
め
遺
志
を
継
い
で
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
平
和
を
願
お

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
国
内
で
戦
没
者
に
血
縁
関
係
の
な
い
国
民
は
な

い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
全
国
各
地
か
ら
出
征
し
す
べ
て
の
国
民
の
期
待
を
担

っ
て
国
の

華
と
散

っ
て
い

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
今
な
お
英
霊
を
護
る
者
は
だ
れ
か
、
遺
族
を
幸
せ
に
す
る
も
の
は
何
か
な

ど
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
現
状
に
矛
盾
と
憤
慨
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

英
霊
を
護
る
も
の
は
遺
族
で
あ
り
血
縁
関
係
に
あ
る
す
べ
て
の
国
民
で
す
。
国
民

が
護
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
即
国
家
が
護
る
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
種
々
と
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
理
由
は
と
も
あ
れ
国
の
一
方
的
な
要
請
で
国

の
為
に
尊
い
命
を
失

っ
た
の

で
す
か
ら
国
の
費
用
で
こ
れ
を
お
ま
つ
り
す
る
の
は
当

然
で
あ

っ
て
遺
族
及
び
遺
族
会
が
何
よ
り
も
ま
ず
遺
族
の
国
家
保
障
を
強
く
求
め
た

の
は
当
然
で
あ
り
、
英
霊
の
祭
杷
に

つ
い
て
強
力
な
要
望
を
行
っ
た
の
も
も
と
よ
り

当
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
又
戦
争
の
悲
劇
と
い
う
も
の
を
身
を
も

っ

て
経
験
し
た
我
々
は
そ
の

一
生
に
お
い
て
二
度
と
闘
争
に
よ
る
人
類
平
和
の
道
は
選



ば
な
い
は
ず
で
あ
り
、
悲
し
か
っ
た
幼
少
時
代
の
経
験
と
そ
の
中
か
ら
培
わ
れ
た
良

識
と
に
お
い
て
世
界
恒
久
の
平
和
を
望
み
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

又
我
々
こ
そ
が
真
の
平
和
を
要
求
す
る
権
利
が
あ
る
と
同
時
に
世
界
的
に
人
類
最

初
の
原
爆
の
犠
牲
と
な
っ
た
日
本
国
民
と
し
て
、
圏
内
的
に
あ
の
悲
惨
な
大
東
直
戦

争
に
散
っ
た
身
う
ち
の
も
の
と
し
て
再
び
戦
争
を
繰
り
返
す
な
と
云
う
こ
と
を
人
々

に
説
得
で
き
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

今
や
こ
の
地
上
か
ら
こ
う
し
た
人
為
的
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
様
に
呼
び
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
同
時
に
国
民
相
互
の
間
に
も
っ
と
理
解
を
促
し
国
民
の
納
得
の
ゆ
く
方

向
を
見
い
出
す
必
要
が
あ
る
と
痛
感
致
し
ま
す
。

英
霊
が
平
和
と
繁
栄
の
文
字
通
り
礎
石
と
な
っ
て
今
尚
我
々
の
心
に
生
き
て
い
る

こ
と
を
誇
り
と
し
、

一
国
民
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
、
職
域
に
お
い
て
自
分
に

与
え
ら
れ
た
能
力
を
十
分
発
揮
し
英
霊
に
こ
た
え
た
い
。

又
母
の
苦
労
に
感
謝
し
期

-414ー

待
を
裏
切
ら
な
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
母
た
ち
に
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
会
の
行
事
や
活
動
に
参
加
し
、
今
ま
で

の
体
験
を
生
か
し
、
会
の
発
展
、
青
壮
年
部
の
育
成
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
今

ま
で
が
あ
ま
り
に
も
暗
い
人
生
の
連
続
で
あ

っ
た
だ
け
に
人
生
を
楽
し
む
こ
と
も
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
の
平
和
と
国
際
社
会
の
平
和
と
は
相
通
ず
る
も
の
で
あ
り
我
々
は
常
に
そ
れ

を
念
じ
人
類
が
再
び
こ
の
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
我
々
が
身
近
か
ら
こ
れ
を
築
き

上
げ
る
こ
と
が
英
霊
に
こ
た
え
る
最
良
の
道
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

戦
後
五
十
年
の
節
目
の
年
を
い
か
に
迎
え
る
か
大
変
む
つ
か
し
い
問
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
真
の
平
和
確
立
の
た
め
更
に
格
段
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。


